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　全国 17施設 の 内科，小児科，耳鼻咽喉科，皮膚科 よ り得 た 健常者 171例，各種 ア レ ル ギー患者 789例 の

血清 を対象 と し，FAST （伽 orescence 　a1韮ergosorbent 　test）シ ス テ ム に よ り特異 IgE 抗体及 び 総 IgE
の 測定 を行 っ た．ま た RAST ，皮膚 テ ス ト，誘発 テ ス トと の 比較及 び臨床診断 との 比較検討 を行 っ た ．
RAST と の 同時測定例 に お い て ，一

致率 85．7％，相関係数0．848と良好 な相関性 を得た．健常者検査例 に

お け る 特異性 は RAST 　95．5％ に 対 し，　 FAST 　93 ．1％ で あ っ た ．問診，　 RAST ／FAST ，皮 膚 ・誘 発 テ ス

トか らの 総合的診断 に よ り病 因 ア レ ル ゲ ン を確定 で きた 検査例 に お け る 感度 は RAST 　 82．3％ に 対 し，
FAST 　85．3％ で あ っ た ．ま た 皮膚 テ ス ト，誘 発 テ ス トの 感度 は，各 々 92．4％，94．7％ で あ っ た ．さ ら に

臨床診断 と の
一

致率 は RAST ，　FAST と も に 89．7％ で あ っ た．総 IgE を健常成 人 に つ い て 測定 した と こ

ろ ，累積 95％値 に よ る 正 常上限2501U ／m1 を得 た ．以 上 よ り ，
　 FAST シ ス テ ム は IgE 関連検査 に お い て

臨床的有 用 性 が 高 い 検 査法 で あ る と 考 え ら れ た．

Key 　words ：　allergen FAST IgE　 antibody
一 RAST skin 　test

序　言

　IgE抗体 が い わ ゆ る レ ア ギ ン と し て 石 坂 らD に よ っ

て 同定 され て 以来 ， ア レ ル ギ
ー

に 関す る 研究 は 飛躍的

に 発展 し，そ の 発症機溝や IgE 抗体 の 産生調節機構 の

解明も進ん で い る．IgE は 肥満細胞や 好塩基球 の 表面

に Fc ε RI を 介し て 結合し
2），当該 ア レ ル ゲ ン との 反応

に よ っ て
， 種 々 の 化学伝達物質を 細胞 よ り遊離さ せ る．
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Abhreviations ：　FAST 　fiuore9．　cence 　allergosor ・

bent　test；　FSU 　fluorescence　s量gnal　unit ；　RAST
radioallergosorbent 　test

こ れ ら の 化学伝達物質の 作用 に よ っ て 1型 ア レ ル ギ ー

反応 に 基 づ くア レ ル ギ ー
性疾患 が 発症す る わけ で あ る

が
， そ の 中に は ア ト ピ ー

性気管支喘息，ア レ ル ギ ー
性

鼻炎，ア ト ピ ー
性皮膚炎 な ど が 含 ま れ る．こ れ らの ア

レ ル ギ
ー一

性疾患 の 診断 に お い て は ，患者が ど の ア レ ル

ゲ ン に よ っ て感作さ れ て い る か を同定す る こ とが 不可

欠 で あ る
3）4 ）．

　 ア レ ル ゲ ソ の 検索法 と し て ，皮膚反応 や誘発試験 な

ど の in　 vivo テ ス ト や，　 radioallergosorbent 　 test

（RAST ）法 に 代表 され る患者血 清を 用 い る in　vitro テ

ス トが用 い られ て い る。後者 に つ い て は， こ こ 数年著

明 な 進歩が 認め られ て い る．

　そ の
一

つ と して ， 放 射性 同位元素を用 い ず簡便，迅
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速 に 精度よ く特異 lgE 抗体を測定 で きる方法 が開発

さ れ た （製造 ： ア メ リ カ ・3M 社 ， 販 売 ： （株♪第
一

ラ

ジ オ ア イ ソ ト
ープ研究所）．こ の 方法 は FAST （fluores・

cence 　allergosorbent 　test）
5冫一8〕と呼ば れ，酵素標識モ

ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体を用 い
， 最終的 に 蛍光を測定す る こ

とか ら蛍光酵素免疫測定法 と も呼ばれ る．今回，全国
’

17施設よ り な る FAST 研究会 を組織 し
， 本法 に よ る

IgE抗体測定結果を RAST ，皮膚テ ス ト，誘発 テ ス ト

と比較し ， そ の 有用性 の 検討を 行 っ た の で そ の 成績 を

報告す る．あわ せ て ，同時に 検討 し た健常成人 に お け

る 総 lgE 値 に 関 し て も報告す る ．

す．ア レ ル ゲ ン を コ
ー

ト し た ポ V ス チ レ ン 製の 反応容

器 （ウ ェル ） に 被 倹血 清 を 加 え反応 さ せ た 後 ，
ア ル カ

リ フ ォ ス フ ァ タ
ー

ゼ 標識抗 lgE モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体

を 加 え る こ と に よ り，被検血清中 の 特異 IgE を サ ソ ド

ウ ・ チ す る．次 に 蛍光基質で あ る 4・メ チ ル ウ ン ベ リ

フ ＝リ ル リ ソ 酸を加 え，生成 す る 4一メ チ ル ウ ン ベ リ

フ ェ ロ ン に 励 起光 λEX
＝365nm を あて 発す る 蛍 光を

LEM＝45Gnm で 測定す る，

　総 IgE 測定 の 場合 は
，

ア レ ル ゲ γ の 代 わ りに 抗 IgE

抗体を コ ー
ト し た ウ ェ ル を 用 い て行 う．被検血 清と酵

素標識抗体を同時 に 加 え て 反応 さぜ る の で ，操作 ヒは

1x テ ッ プ短 く な る が原 理 的 に は特 ce　lgE測 定 と 同

様 で あ る ．

対　象

　FAST 研究会 と し て 組織 し た 各内科，小児科 ， 耳鼻

咽喉科 お よ び皮膚科よ り得た 健常者171例，各種 ア レ ル

ギ ー性 疾患患者 789例 を 対象 と し た ．疾患群 の 内訳 は 重

複例 を含め て ，ア レ ル ギ
ー

性 鼻炎263例，気管支喘息340

例，ア ト ピ ー
性皮膚炎278例，ア レ ル ギ ー

性結膜炎48例，

そ の 他じ ん ま疹 ，
ア レ ル ギ ー

性皮膚炎な ど 44例 で あ っ

た ．

方　法

　2．キ ッ トの構成

　FAST キ ッ ト の 構成 は 基本試薬 と し て 酵素試薬 ， 蛍

光基質，洗浄液，標準血清，標準抗原か ら な る．特異

IgE 測定 で は ，標準 血 清・標準抗原系 に ホ ソ ム ギ を用 い

て お り ， 0，35〜20，01U／ml の 4濃度 箕りな り WHO 標

準品 で 検定 され て い る．ま た ア レ ノじゲ ン は特異抗原

ウ ェル と し て
， 花粉 ・頁 菌 ・ダ ：＝・ハウ ス ダ ス ト ・食

物・動物上皮な ど115種 類 がある．総 IgE測定 で は ，標

準 血 清 の 濃度範 囲 が 1〜30〔〕IU〆ml で あ る た め ，さ ら に

被検 血 清 の 希釈 に は BSA を含 む リ ソ 酸緩 衡液 が 添付

され て い る．

1．測定原 理

特異 lgE 抗体測定 の 場合 の 測 定原殫 を Fig．1 に 示

3．測定手順

特異 lgE抗 体測 定 キ ッ ト の 測定 操 作手 順 を Fig，2

　 　 　 specific

　 　 　 IgE　serum

宜 皇1⊥
Allergen

　　　　 

⊥ ？
Fluorescence

 
、 AI。 li。 ，翩 ＿ 1，d

肉
    1 猟 i伽 1gE

◇　 　 　 4−methylumbelIiferyl 　phosphate
　 　　 （fIuorogenic　substrate ）

Fig，1．　 Principle　 of 　FAST 　 assay 　system ・measurement 　of 　specific 　IgE，
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に 示 し た，すなわ ち，試薬を室温 に 戻 した 後，標準抗

原 ウ ェル 及 び特異抗原 ウ ヱ ル に 洗浄液200μ1を加 え数

分間静置 し溶液を捨 て る ．各 ウ ェル に 標準 血 清 ま た は

被検 血 清 50μ 1を 加え室 温 で 2 時間静置す る．内容液除

去後，洗 浄液200μ 1で 3 回洗浄す る．次 に 酵素試薬 100

μ1を 加 え 室温 で 2 時間静置 し，前 と同 じ く 3 回 洗浄す

る．さ ら に 蛍光基質100μ1を 加 え室温 で 15〜30分間静

置後，専用 の 測定器 に て 蛍光量 flfluorescence 　 slgnal

unit ：FSUI 直）を測定 し結果を得る．

　総 lgE 測定 キ ッ トの 操 f乍は ，同 様 に 洗 浄液 で 洗 浄

後，各 ウ ェ ル に 標準血 清ま た は 被検 血 清 20μ 1 と酵素 試

薬1001を同時 に 加 え，室温 で 30分間静置す る．内容液

除去後 ， 洗浄液200
μ1で 3 回 洗浄す る．次 に 蛍光基質

1〔］Opt1を 加 え室温 で 30分間静置後，専用 の 測定器 に て

蛍光量 〔FSU 値） を 測定 し結果 を得る．

　 4．結果 の 判定

　専 用 の 測定 器 に よ り蛍光 量 を読 み 取 る，濃 度表 示

（IU／m1 ） は ，
’t
鞭 IgE 測定 の 場合 0．2〜441U／ml の 範

囲 の 数値で 表わ さ れ，濃度 （IU！mD と タ ラ ス の 関係 は

Table　 1 の よ うに な る ．判定 は ク ラ ス 1以上 を陽性 と

Reference 　well 　　 Allergen 　coated 　weli

し，ク ラ ス 0 を 陰性 と し た．総 lgE 測定 の 場合 は
，

1〜3001U！ml の 範 囲 の 数値 で 表わ さ れ る．

　 5．RAST

　Phadebas　RAST キ ッ ト （Pharmacia 社）を用 い て

通常 の 方法 で 測定 した．結果 は RAST ス コ ア O ， 1，

2 ， 3， 4 に 分類 し，判定は ス コ ァ 2 以上 を陽性，ス

コ ア 1 を 疑陽性，ス コ ア 0 を陰性 と し た，

　6、皮膚反応 ・誘発試験

　皮膚反応に は 鳥居薬晶 の 皮内テ ス ト用 お よ び プ リ ッ

ク テ ス ト用 ア レ ル ゲ ン を用 い て 皮内 テ ス トあ る い は プ

リ ッ ク テ ス トを行 い
， そ れ ぞ れ 石 崎の 判定基準

9，，ス ク

ラ ッ チ 研究班
1°）

の 判定基準 に よ り陽性，陰性 の 判定 を

行 っ た ．ま た 吸 入 誘発試験 ， 鼻粘膜誘発試験 も
一

部 の

症例 に お い て鳥居薬品 製 ア レ ル ゲ ン を用 い て 行 っ た ．

　 ↓

Washing 　buffer

　 ↓

　 　 　 　 　 　 　 ↓

　　　　200
μL3

〜5min

… 1S ・− am ・IJ亟］
　 　 　 　 　 　 　 ↓

　7．統計処 理

　
一．一・致率，陽性

一
致率，陰性

一一
致率 は 従来法 （RAST ，

皮膚 テ ス ト
， 誘発テ ス ト）に 対す る百 分率で 表 わ した．

相関係数は ，RAST と の 相関 5 × 5 表 で は タ ラ ス の 0
〜4 に よ り求め た ．

Calibrator

Incubation　2hrs　at　room 　temperature

　 　 　 ↓　　 　 　　 　 　　 　 ↓

Washing 　3　times ，　 washing 　buffer　2UOpt1

　 　 　 ↓　 　 　　 　 　　 　 　 ↓

Enzyrne−antlbody 　con ）ugate 　　l Oge1

　 　 　 ↓　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

Incubation　2hrs　at　room 　tempe τature

　 　 　 ↓　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓

Washing 　3　times，　washing 　buffer　LOOμ1

　 　 　 ↓　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓

・・… e・ce ・ ce ・・・… a・・ ：亜 ］
　 　 　 　 　 　 ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓

　　 lncubation　15〜30min　a ヒ room 　temper 砒 ure

　 　 　 　 　 　 ↓　　 　　　 　　　　 　 ↓

　　 De仁ermine 　the　FSU 〔Huorescence　signal 　 unit ）

　 　 on 　the　Huorometer

　Fig．2．　 Assay　procedure 　 of 　 FAST 　plus　 test ；

measurement 　of 　speci 且c　IgE．

結　果

　 1） FAST ・RAST 同時測定例 に お ける
．一一

致率 お よ

び相関

　 ア レ ル ギ
ー

性疾患患者789例 に お け る ア レ ル ゲ ン 61

種，5098検査 に お い て ，Fig．3 の と お り，．一
致 率

85．7％，陽性
一
致率 86．1％，陰性

．一一致率85．4％ お よ び

相関係数O．848 〔pくO．001） と非常 に 良好 な結果 を得

た ．ア レ ル ゲ ン 別 で は ，Fig，4 に 示 す ご と く ヤ ケ ヒ ョ

ウ ヒ ダ ニ ，コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ ，ハウ ス ダ ス ト 1，カ モ

Table 　 l　Classification　 of 　expected 　values

FASTclaSS
，。 n、識諮 。弩

EU
〆rnl ） Judgement

o 一〇、34 Negative

i O．35〜O，75

11 O．76〜2、99

Iil 3．00〜17．4
Positive

IV 17．5〜
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ガ ヤ ，ス ギ，卵白，ア ル テ ル ナ リア に 示 され る 良好な

相関性を得た．
一

致率 に つ い て 検査数 50以上 の そ の 他

の ア レ ル ゲ γ で み る と，ブ タ ク サ 82．8％，ヨ モ ギ

90．0％ ペ ニ シ リ ウ ム 92．6％ ，ク ラ ド ス ポ リ ウ ム

87．5％，ア ス ペ ル ギ ル ス 88．5％， カ γ ジ ダ 77．0％，ア

ル テ ル ナ リ ア 93．2％，ネ コ 上皮82．5％，ハ ウ ス ダ ス ト 2

69．5％，牛乳 53．0％ ， 小麦 72．4％，米 69．2％，大豆 88．0％

と ほ と ん どが 70％以上 で あっ た．

　相関係数に つ い て も，
Table　 2 に 示す と お り，主 要

ア レ ル ゲ ン の ほ と ん どが0．6以上 の 良好 な もの ば か り

で あ っ た ．

　 2） 健常者 に お け る 各検査 の 特 ．異 性

　問診に よ り顕在化 し た ア レ ル ギ ー
性疾患が除外 され

た 健常者171例，ア レ ル ゲ ソ 17種 の 計1114検査 に お け る

検討の結果 ， 特異性 （specificity ）は FAST で 93．1％，

RAST で 95．5％で あっ た ．ア レ ル ゲ γ 別 で は
，
　 RAST

と 比較 し て
，

コ ナ ヒ ョウ ヒ ダ ニ ，カ ソ ジ ダ に お い て

V
　

HI

　　　
IFAST111

 

（N π5098）

324352

24 222222290

u 畦 3020423742

1979220082 2

251317424428

o 1 II HIIvRAST

　 　 　 　 　 Correlation　 between　 FAST 　 and 　 RAST
by　class 　results 　from　5098　tests　with 　6玉allergens ．

　 Concordance　 rate ：85．7％
　 Positive　Goncordance 　 rate ：86．1％
　 Negative　collcordance 　rate ：85 ．4％

　 Correlation　coefHcient ：0，848　（ρ＜ 0． 01）

Fig，3．

FAST で 特異 性が高 く，ハウ ス ダ ス ト 2 ，カ モ ガ ヤ，

牛乳 で FAST が 低 か っ た （Table 　 3）．
．
また 皮内 テ ス ト

を施行 し え た ア レ ル ゲ ン 5 種，50検査で は，特異性

86，0％ で あ っ た （Fig ．5）．

Table 　2　 Correlation　coeMcient 　between 　FAST 　 and 　RAST

D1

D2

田

町

麗

皿

脚

616366

鴨

鴨

鴨

購

囲

隴

 

鰯

 

HB

拠

騰

四

睇

躍
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O　　　　 I
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7
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III97
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3
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Fig．4．　 Correlation　between　FAST 　 and 　RAST 　by　class 　results ．

IV　RAST

　 3） ア レ ル e”ソ me定診 断例 に お け る 各検査 の 感 度

　各施設で の 問診 ， 臨床症 状 ， FAST ／RAST ， 皮膚 テ

ス ト，誘発 テ ス トな どに よ り総合的 に 判定 され ，ア レ

ル ゲ ソ が 確定 され た 症例 に お い て ，ア レ ル ゲ ソ 22種，

866検 査 に つ き感度 （sensitivity ） を もとめ た．

　 そ の 結 果，FAST で 85．3％ に 対 し，　 RAST で は

82．3％ で あ っ た （Fig．5）．ア レ ル ゲ ン 別 で は ，
　 RAST

と比較 して ，ハ ウ ス ダ ス ト 1 お よ び 2 ，イ ヌ 上皮，ヵ

モ ガ ヤ ， ヨ モ ギ，ぺ ＝一シ リ ウ ム ， ク ラ ドス ポ リ ウ ム
，

牛乳，大豆 で FAST が 高 く，ア ス ペ ル ギ ル ス ，カ ソ ジ
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Table　3　Comparison　of　specificity ＆ sensitivity 　between　FAST 　and 　RAST

Speci血city Sens呈tivity
Item

FAST RAST
．．曲．．．ゴ．馳一L−−1

　　　FASTi 　 RAST

D1D ピ γ．ρ妙 砌 ｝
1
ε蜘 z48 84．8 〔171） 88 ，3 （171） 92．9 （184） 89 ．7 （184）

D2z ）67，挧厂細 8 91、3 （23） 87，0 〔23） 92．3 （271） 91 ．5 （271）

H1House 　dusし1 92，6 （ 54） 1GO．0 （54） η 5 （129） 66．7 （129）．

H2HoUse 　dust　2 70．D 「 10） 100 ．0 「 10） 52．9q7 ） 35 ，3 （17〕．

E1Cat 　epithelium 93．U （171） 96 ．5 （171）． 95．0 （20） 95 ，0 〔 2  ．

T17Japanese 　 cedar 82．2 （ 73） 86、3 〔73） 95．6rg   ） 94，4 （go）

G3Or ⊂hard　grass 81．6 （ 38） 97、哩 （ 38）． 95．7 （23） 87，0 （23）

W1Short 　ragweed loo．o （ 28） 100 ．0 〔28）． 45．5 （ 45．5 （22）

W6Mugwort 97．1 （ 35） 97．］ 〔35） 66．7 、÷133，3 （　3）

M5c α冗誑 磁 100．O ．〔41） 87 ，8 〔 41）． 40．7 （27） 51 ．9 〔27）

M6 ！4加 γ瓶 7’α 98．8 ．
ご171） 99，4 〔171）． 70，0 （ 10） 90．0 （ 10）

F工 Egg 　white 100、0 （17ユ） 99．昌 （171） 81、O （21） 85．7 （21）

F2Miik 79、2 ．：：24） ／00 ．0 〔：24） 73．3 （ 15） 66 ．7 （15）

F14SDybean 100，0 「23〕 100，0 （23） 100，0 ．で 3） 66，7 （ 3）

A11allergens 93，玉（1114） 95，5（1114） 85，3 ．r866〕： 82，3 （866）

unit ： ％，（　）： number 　 of 　 case

ダ，ア ル テ ル ナ リ ア で FAST が低 か っ た （Table　 3）．

　皮内 テ ス ト
，

プ リ ッ タ テ ス ト，ス ク ラ ッ チ テ ス トを

合わ せ た皮膚テ ス ト全体 に つ い て ，
ア レ ル ゲ ン 18種 ，

555検査 に お け る感度は，92．4％ で あ っ た．ま た ，図 表

と して は 示 さ な い が
， 鼻 ， 吸入，経 口

， そ の 他各誘発

テ ス トを 合 わ せ た 誘発テ ス ト全体に つ い て ア レ ル ゲ ン

13種 ， 2 7検査 に お け る 感度 は 94．7％ で あ っ た ．

　 4） ア レ ル ゲ ソ 確定診断症例 に お け る 各検 査 の 判 定

結果の 比較

　FAST と RAST と の 判 定 の
．一
致 率 は，90，1％，

FAST 陰性 例 に お け る RAST 陽 性率 は 23 ，6％ で あ っ

た ．逆 に ，RAST 陰性 例 に 対 す る FAST 陽 性 率 は

36．6％ で あ り，
FAST の 感度 が ヒま わ っ て い る と考 え

られ た ．

　皮膚 テ ス トの 判定 と の
．一・致率，陽 1生．一致率，陰性

一

致率は ，RAST で 各 々 76．6％ ， 81．1％ ， 21．4％ ，
　FAST

で 各 々 78．9％，83．8％，19 ．0％で あ っ た ．FAST の 方

が 陽 性
一

致 率 が 高 く ， 陰 i生一．．・
致 率 が 低 い こ と か ら

RAST に 比 べ て 検 出感度 が 高 い 結果 を得 た．

　誘発 テ ス トの 判定 と の
一・致率，陽 性

．一
致率，陰 性

一

致率 は ，RAST で 各 々 78，7％，8L6 ％，27、3％，　FAST

で 各 々 80，7％，84．2％，18．2％ で あ っ た．RAST また

は FAST 陰 性 例 に お け る 誘発 テ ス トの 陽 性 率 は，各 々

92．3％，93，9％ と非常 に 高 く，誘発 テ ス トは 確定診断

と し て 有力 な 検査 で あ る と考え られ た （Fig．6）．

　5） 疾患別陽 性率

　 ア レ ル ギ ー
性鼻炎，気管支喘息，ア ト ピ ー

性皮膚炎

に お け る ア レ ル ゲ ン 別陽性率を検討 した ．

　 ア レ ル ギ
ー
性 鼻炎 症例 2508検査 に お け る 陽 性 率 は

48，4％，ア レ ル ゲ γ 別 で は
，

ス ギ 76，5％，ヤ ケ ヒ ョ ウ

ヒ ダ ニ 82．5％， コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ．二 80．1％，・ ・ウ ス ダ ス

ト 168 ．2％，ハウ ス ダ ス ト 380 ．1％ で 高 く，カ モ ガ ヤ

42．3％，ブ タ ク サ 17．2％， ヨ モ ギ 23 ．4％，ク ラ ドス ポ

】丿 ウ ム 20，8％，ア ル テ ル ナ リ ア 19，0％，ゴ キ ブ リ33．9％

で は やや低 か っ た （Fig，7）．

　気管支喘息症例 2679検査 に お け る 陽性率 は 51，5％，

ア レ ル ゲ γ 別 で は，ス ギ 72，7％，ぺ ＝一シ リウ ム 46、8％，

ヤ ヶ ヒ ョ ウ ヒ ダ ＝ 87，3％， コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 80．2％，
ハ ウ ス ダ ス ト 176 ．．2％，ハ ウ ス ダ ス ト 362 ．6％ で 高

く，ブ タ ク サ 15．4％， ク ラ ドス ボ リ ウ ム 28．3％，ア ス

ペ ル ギ ル ス 29．5％， カ ン ジ ダ 31，7％，ア ル テ ル ナ リ ア

31，8％， ゴ キ ブ リ35，6％で は や や 低 か っ た （Fig．8）．
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（．i）FAST 1：N ＝198〔〕丿

（ii）RAST 〔N ；1980）

　 （iii）　Skin 匸est （N ＝6e5）

CR 　 ：89，7％

Sens ：85．3％
Spec ：93．1％

CR 　 ：89．7％

Sens ：82．3％
Spec ：95．5％

CR　 ：91，9％
Sens ：92．4％
Spec ：86 ，〔，％

　 　 　 CR 　　： cQIIcordance 　 rate

　 　 　 　 　 　 」〔A − D）x100 ／（A ＋ B す C 十 D ）％

　 　 　 Sens　：sensitivitv

　 　 　 　 　 　 ＝A × 100〆〔A ．一．B ）％

　 　 　 Spec　：specificity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝DXIDO ／〔C 十 D）％

　Fig．5．　Comparison　 of 　availability 　 on 　 searching 　for　etiologycal 　 allergens

between　 clinical 　 diagnosis　 allCl　 FAST ，　RAST ，　 skin 　 test，　 concerning 　 about

those　parameter ＄ of 　concordance 　rate，　sensitivity　and 　speci 丘city ，

　 ア ト ピ ー
性皮膚炎症例 2439検査 の 陽性率 は 60．5％，

ア レ ル ゲ ン 別 で は ，ス ギ77．2％，ペ ニ シ リ ウ ム 75，5％，

ア ル テ ル ナ リ ア 64．7％，ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 88．0％，コ

プ
ー

ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ82．1％ ，

／丶ウ ス ダ ス ト 176 ．6％，！・ウ

ス ダ ス 1・366 ．6％，牛 乳 68．9％ で 高 く，ブ タ ク サ

29．3％， ゴ キ ブ リ49．0％，卵 白32．8％，小麦24，0％，

米 37．5％，大豆 37．8％ で は や や 低 か っ た 〔Fig．9），

　6）成人 に お け る総 lgE正常値

　問診 上 健常 とみ な し た 者 ： ア レ ル ギ ー
（
一・．．

）群 140例 ，

そ の 内 で さ らに 特 異 IgE 抗体検 査陰 性 の 健 常 者 ：ア

レ ル ギ ー
（
一

）FAST （
一

） 群 105例 の 2 群 に 分 け て 検

討 し た 結果 を Fig．　lo に 示す．濃度軸を常用対数 で と

り総 IgE濃度 の 分布を み る と，対称性を認 め ，対数正

規確率紙 上 で 直線性 を 示 し た こ と か ら対数止 規 分布 を

と る こ と が 分 っ た．各群 に お け る 対 数 平 均 値 ，
＋ 1

SD，十 2SD は ，ア レ ル ギ
ー

（
一

）群 で は 各 k67 ，169，

4261Ulml で あ り，ア レ ル ｝
’
　・一（

．一
）・FAST （

一
）群

で は 各 々 59，135，3051U／m1 で あ っ た．健常者 の 選別

基準 に 特 異 IgE抗体陰性 を 加 え る こ と に よ り，平均値

と SD の 低 下が認 め られ た．また 低 濃度 か らの 累積％

に よ る 95％値 を成人正常値 の ．ヒ限 と考え る と，ア レ ル

ギ ー
（
一・
）群 で は 4001U ／ml ，ア レ ル ギ

ー
（
一

）FAST

（：
一

）群 で は 2501U／
’
ml を得た 〔Table　4）．

考　察

　病因 ア レ ル ゲ γ を同定す る こ とは ，ア レ ル ギ ー
性疾

患 の 診断 ・治療 に お い て 最 も重要な 課題 で あ る．そ の
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（n ＝866）

（n ＝：555）

FAST RAST

十 一 十 一

十・ 4308341697Skintest
一 34 833 9

CR 78．9％ 76．6％

PCR 83．8％ 81．1％

NCR 19．o％ 2L4 ％

〔n ＝207）

FAST RAST

十 一
　

一

十 1653116036Provo ．
cation

　te目t 一 9 2 8 3

CR 80．7％ 78．7％

PCR 84 ．2％ 81．6％

NCR 18．2％ 27．3％

CR 　 ：concordance 　rate

PCR ：positive　 concordance 　rate

NCR ： negative 　concordance 　rate

　Fig．6，　 Comparison 　 with 　 FAST ，　 RAST ，　 skin 　 test　 and 　provocation　 test　 on

cases 　determined 　allergens 　by　clinical　diagnosis．

た め に 臨床診療 に お い て は in　vivo ，　 ln　vitro の 各種 の

測定法 が 使用 され て い る ．各検査 の 比較検討を す る際

に は ，原理的 に検出 し て い る もの が異 な っ て い る 点 を

考慮す べ きで あ る ．

　 FAST お よ び RAST は
， 血 清 中 の 特 異 lgE を in

vitro で ア レ ル ゲ ン と抗 IgE抗体で 免疫学的 に サ ソ ド

ウ ィ ッ チ す る こ とに よ り検 出す る 方法 で あ る．IgE を

ダ イ レ ク ト に 測定す る 点 で は ，ま さ に 1型 ア レ ル ギ ー

で IgE が 関与す る 疾患 を 提 え て い る と い え よ う．し か

し，RAST で は ア レ ル ゲ ン の 固定 に お い て 原理的 に 蛋

白質 （
− NH2 を 含 む ） し か 結合 で きず，純粋 な多糖類

の 検出 は 難 しい とされ る．FAST で は
， 物理的 吸着 に

よ る コ
ー

テ ィ ソ グ で あ る た め ，官能基 に よ る選択性 の

問題 は な い ．

　皮膚 テ ス トの 場合 は ，組織の 肥 満細 胞 に 固着 し た 特

異 IgE抗 体 と ア レ ル ゲ ソ エキ ス との 反 応 に 基 づ く膨

疹，紅斑 をみ て い る．しか し そ の 中 に は エ キ ス 中の 内

容物 ， 濃度 に 起囚す る 非特異的反応 お よ び 個体側 の 反

応性，服用 薬剤な ど の 影響 が 含 まれ て い る．誘発 テ ス

ト の 場合 は ，実際 の 症状 を 全 身 あ る い は 局所 で 再現 さ

せ る こ とに よ り判定す る た め 信頼性 が 高 い が， 1型以

外 の ア レ ル ギ ー
反応 や 非免疫学的機序に よ る反応 も と

ら え て い る 可能性があ る．

　検査間 に 共通 で 最 も重要 な問題は，抗原 の 組成 ・力

価 に 関す る も の で あ る．患者 の 病因 と な る ア レ ル ゲ γ

成分が，必 ずそ の 抗原原料 に 含 ま れ る か ，抽 出 ・調製

後の 製品 に 活性 が 残 っ て い る か ，
一

定 の 品質が保 た れ

て い る か な どに よ り， 検査結果に相違が生 じ うる．こ
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（1｝　Allergic　rhlnitis

　 AII　allergens

　 　 　 　 　 　（2508）
G3　0rchard　grass

　 　 　 　 　 　 （168）
WI　　Short　ragweed

　 　 　 　 　 　 （163）
W6　　Mugw〔〕rt

　 　 　 　 　 　 （111）
丁1了　Japanese　cedar

　 　 　 　 　 　 （204）
M1　ノ⊃enicillium
　　　　　　 （66）
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0
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Fig．7．　 Frequency　of 　FAST 　positive 　 rate 　in　different　entities ．

れ は，以前 か ら指摘 さ れ て い る と お り，検査 と 減感作

治療 の ア レ ル ゲ ソ エ キ ス が異 な る 問題 に も関わ っ て い

る．

　そ こ で 今回 の FAST の 検討 に お い て は ， 問診 ，

RASTIFAST ，皮膚テ ス ト，誘発テ ス ト な どか ら の 総

合的診 断 に よ り確 定 が で きた ア レ ル ゲ ン に っ い て 感度

を 求め，さ ら に健常者に つ い て ，特異性 を求め た後，

総合的 な一
致率 を 算出 した ．つ い で 臨床 上 有用 と され

る 皮膚 テ ス ト，誘 発 テ ス ト との 比 較検 討 を行 っ た ．

FAsT ，　 RAsT ，皮膚 テ ス トの 総舎的評価 は Fig．6 に

ま と め た よ うに ，一致率，感度，特 異性 は FAST で

89 ．7％ ，
85．3％ ， 93．1％ ， RAST で ， 89．7％， 82．3％，

95．5％，皮膚テ ス トで ，91，9％，92．4％，86．O％ と な っ

た．特異 IgE抗体 を検 出す る RAST と の 比較 に お い

て は，感度は FAST が，特異性 は RAST が 若干優 れ る

が，ほ ぼ同等 の 性能を有す る もの と考 え られ る、な お，

今回 の 検討 で は FAST で の IgE 抗体陽 性基準 を ク ラ

ス 1以 上 と した が，こ れ は 先 に 発売 ・使用 され て い る

欧米 で の 慕準 に 習 っ た もの で あ る．

　また ，皮膚 テ ス トは ， 従来 どお りの 感度が高 い が特

異 性 は や や劣 る と い う結果を得た．ア レ ル ゲ ン 別 に も

Table　 2，　Fig．4 に 示 され る ご とく， 主要な もの に つ い
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【2）Bronchlal　asthma

o
　 　 FAST　positive 　rate 　（％）
25 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 50 了5 10e
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　 　 　 　 　 　 （52）
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　　　　　　 （60）
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　 　 　 　 　 　 （32）
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D2　D θノ
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　farinaθ

　 　 　 　 　 　 （18了）
HI　　House　dust　1

　 　 　 　 　 　 （1了2）
H2　House 　dust　2

　 　 　 　 　 　 （33）
H3　　House　dust　3

　 　 　 　 　 　 （591）
16　　Cockroach

　 　 　 　 　 　 （1了4）

FI　　Egg　white

　 　 　 　 　 　 （58）
F2　M「Ik

　 　 　 　 　 　 （4了）
F4　 Wheat

　 　 　 　 　 　 （18）
F5　Rye

　 　 　 　 　 　 （ 8）
F9　Rjce

　 　 　 　 　 　 （13）
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　　　　　　 （15）

』

llliWWIIeSIWWIIIIIIIIl
n＝2

民

n＝2679

　 　 　 　 　 　 （　　 ）　：　number 　of 　test

Fig，8．　Frequency 　of 　FAST 　positive　rate 　in　different　ent 孟ties．

て は 殆 ん ど問題な く臨床適用 で きる と考え ら れ る．但

し 相関 の 高 い ア レ ル ゲ ン の 中 で も，
FAST ・RAST の

個 々 の ク ラ ス 値に つ い て相違が み られ る もの があ る の

で ，患者 デ ー
タ を比較す る 上 か ら は 充分 な 注意 が 必 要

で あ る．や や 相闕 の 悪か っ た もの は ，ハ ウ ス ダ ス ト 2，

牛乳，米，カ ン ジ ダ で あ っ た．ハウ ス ダ ス ト 2 ，米 は ，

抗原 の 力価 と RAST の 精度 に よ る 差 と推定 さ れ る ．ま

た 真菌類 は ，FAST ・RAST 共 に 陰性 の 検査例 が 多 く

．．一一
致率 は 高 くで た が，糖鎖 抗 原 の 関 与 を 推 定 させ る ほ

ど の 陽性率の 向上 は なか っ た．また 判定結果 に お い て

RAST と相違が 多 い ア レ ル ゲ ソ あ る い は 症例 に つ い

て の 検討 は 今後 の 課題 で あ る．

　総 lgE に 関 し て は ，特 異 lgE 陰 性 を 選 別 した 健常者

に 対 し て 従来 と全 く同 じ2501U／ml と い う止常値 が 得

られ た こ と か ら，測定系 の 信頼 性 を 裏 づ け る 結 果 を 得

た ．FAST で は
， 特異 IgE 抗体価 もま た IU／ml で 示 さ

れ る の で，総 IgE値 と の 対 比 も容 易 で あ る こ と も

FAST の 利点 と 吾 え よ う．以上 ，　 FAST シ ス テ ム は
，
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〔3｝Atopic　dermatitis
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Fl4　Soybean

　 　 　 　 　 　 （了4）

n＝2439

」
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Fig．9，　 Frequency　of 　FAST 　positive 　rate 　in　different　entities，

fiuorescenceを 検 出す る こ と か ら高感度 で あ り，ま た

放射性 同位元素を用 い な い た め 制 約 が な く，現在特 異

正gE 抗 体測定 に 用 い ら れ て い る RAST ，　 MASTu 〕，

AlaSTATi2 ｝，　 CAP 　 system
】3〕な ど と と もに 試験管 内

IgE測 定法 と して 今後広 く 普 及 す る も の と 期 待 され

る，

結　語

全 国 17施設 の 内科，小児科，耳 卑咽喉科，皮膚科 よ

り得 た 健常者 171例，各種 ア レ ル ギ ー
患者 789例 の 血 清

を 対象 と し，FAST シ ス テ ム に よ り特 異 IgE抗体 及 び

総 IgE を測定 し ，
　 RAST ，皮膚 テ ス ト，誘 発 テ ス ト と

の 比 較検討 を 行 う こ と に よ り，以 下 の 結 果 を 得 た．

　   RAST との 比較 で は，ア レ ル ゲ ン 61種 ，5098検査

に お い て
・
致率85．7％，陽性

一
致率86．1％，陰性

一
致

率85．4％ お よ び 相関係数O．848と 非常 に 良好 な結果を

得 た ．

　  健常者 171例 ，ア レ ル tr
’
ソ 17種，1114検査 に お け

一

る特 異性 は，RAST 　95．5％ に 対 し，　 FAST 　93．1％ で

あ っ た ．
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　Fig．10．　 Histogram 　 of　total　 IgE　 concentration

on 　the　hea正thy　subjects ．

Table 　 4　Summary 　of　normal 　value 　 of 　total　IgE

Allergy（
1
） Allergy （

一
）

＆ FA ＄T （一）
n 三140 n ＝105

Cumulative
95％ 400 250
valueArithmetic

　 meal1 上 8 86

M ＋ 1SD 235 179

M 十 2SD 362 272

Lo9・geometric 　mean 67 59
M 十 1SD 169 135

M 十 2SD 426 305IUfml

　  総合的診断 よ り ア レ ル ゲ ン の 確定 が で きた 症例

で の ア レ ル ゲ ソ 22種，866検査 に お け る 感度 は
， RAST

82．3％に 対 し，FAST 　85．3％で あ っ た．こ の 内，ア レ

ル ゲ ン 18種，555検 査 に お け る 皮 膚 テ ス トの 感度は

92．4％ で あ i・
⊃ た ．ま た ア レ ル ゲ ソ 13種，207検査 に お け

る誘発 テ ス トの 感 度 は 94，7％ で あ っ た．

　  総 lgE を 健常 成 人 105例 に つ い て 測 定 し た と こ

ろ，累積95％値 に よ る 正常 i．：限 2501U ！ml を得た ．

　以．L，他法 との 比較検討成績 よ り，　 FAST シ ス テ ム

は 臨床的有用性が 高い 検査法 で あ る と考えられ た．
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　　 The 　measurement 　of　lgE　antibOdies 　and 　total　lgE　was 　performed 　with 　FAST （fluorescene　allergosrobent 　test＞
system 　using 　171　serum 　samples 　obtained 　from　normal 　donors　and 　789　serurn 　samples 　obtained 　from　patients　with
various 　allergic　diseases，　These　were 　collected 　by　departments　of　internal　medicine ，　pediatrics，otorhinolaryngology
and 　dermatology 　 at　 17　institutes　in　Japan．　In　addition 　to　a　comparative 　study 　with 　RAST ，　skin 　tests　and

provocation　tests　were 　also　performed　to　establish 　a 　clinical　diagnosis．　Simultaneous　measurements 　were 　made 　and

an 　excellent 　correlation 　with 　RAST 　was 　observed 　with 　a　concordance 　rate 　of 　85．7％ and 　correlatiQn 　coefficient 　of

O．848．The　specificity 　determined　in　the　normal 　serum 　samples 　was 　95．5％ by　RAST 　and 　93．1％ by　FAST ．　The
sensitivity 　determined　in　the　samples ，of　which 　etiological　allergenswere 　identified　clinically，　was 　82．3％ by　RAST
and 　85．3％ by　FAST ．　Among 　them

，
　the　sensitivity 　of　skin 　test　and 　provocation　tes亡 were 　92．4％ and 　94．7％，

respectively ．　The 　concordance 　rate 　with 　clinical　diagnosis　was 　as 　high　as 　89．7％ for　both　RAST 　and 　FAST ．　The

normal 　upper 　limit　of　total　IgE　by　cum ロlative　95％ value 　was 　calculated 　to　be　2501U／ml 　for　adult 　subjects ．　These
results 　indicate　the　clinical　usefulness 　of　the　FAST 　system 　in　evaluating 　lgE　antibOdies 　and 　total　lgE．
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